
「連携マネージャーとしての取り組みの中で見えてきた現状と課題及び今後の提案」 

〇発表者名  祥福園・なごみ連携マネージャー 浅井誠司

１．問題提起 

サポートセンターなごみはわかとり作業所うらの公園跡地に移転をし、障がいを持つ方、

高齢者の方の生活サポートをメインとして業務を行ってきた。

業務を行っている中で各事業にそれぞれ課題があることがわかった。

２．目的 

  各事業における問題点を洗い出し、問題点を出来る限り解消できるような手段がないかを 

探ることとした。 

３．方法 

  各事業所の責任者と話し合いを行い、現状と課題を洗い出してもらい、どうすれば問題を 

解決してより良い事業所として発展させることが出来るかの聞き取り調査を行った。 

４．成果・課題 

①～⑤の問題点についての解決出来た点、解決出来てない点を記載する。

① 新しい活動室の確保 → 建設費用等の予算面の問題もあるため解決に至っていない。 

② ご家族へのフォロー → 入浴支援、散髪、SS 利用などの提案等を事業所で出来る範囲

で行っている。

③ ヘルパーの増員 → ヘルパーの増員が出来ていないため、「サポートセンターなごみ」

の補助を通所部の職員が行っているのが現状であり、問題点の解決に至っていない。通

所部の職員に有償運送講習等を受けてもらうようにしている。 

④ ⑤

緊急時の対応が出来ないため、他の事業所を利用されそのままになる方も多い。また、

ヘルパーが高齢化しており、恐らく今後はヘルパーが減少していくため、ヘルパーの

人数に合わせた事業展開しか出来なくなると予測される。この件についても解決に至っ

ていない。

 結果としての提案はあくまでも一つの提案であり、これ以外にもまだ改善点はあるかも 

しれない。状況によっては「サポートセンターなごみ」だけの問題に限らず、法人として 

考える必要があるのではないかと考える。 

レジュメ原稿様式
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